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1 基本事項 

1.1対象とする現象 

本資料は，深層崩壊に起因する大規模土砂災害を対象とし，深層崩壊とは，土層のみ

ならず，風化した岩盤も同時に崩れ落ちる崩壊現象のことをさす。ただし，土層のみな

らず，岩盤が同時に崩壊する深層崩壊に分類される現象であっても，規模が小さいもの

も含まれる。一方，従来，深層崩壊に関する調査は崩壊面積が 1ha 以上，崩壊土砂量が

10 万 m3 以上の崩壊を対象に行われ 1)，2)，深層崩壊として取り扱うべき現象として，崩壊

土砂量が概ね 10 万 m3 以上の崩壊と定義されてきた 3)。そこで，本資料でも対象とする現

象は，深層崩壊のうち，比較的規模の大きい崩壊土砂量が概ね 10 万 m3 以上の現象を対

象とする。 
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1.2対象とする現象の分類 

1.2.1深層崩壊で生じた土石等の流下形態による分類 
深層崩壊に起因する土砂災害は，「深層崩壊対策技術に関する基本的事項」に従い，深

層崩壊で生じた土石等の流下形態により以下の通りに分類する。 

① 天然ダムタイプ 

深層崩壊で生じた崩壊土砂により，いったん，天然ダムが生じ，その天然ダムの決

壊にともない急激な水・土砂の流出が生じることにより被害が生じるタイプ。なお，

天然ダムタイプにおいては，天然ダム上流域の湛水による被害が生じる場合もある。 

② 土石流タイプ 

深層崩壊で生じた崩壊土砂が土石流化し，土石流により直接的な被害が生じるタイ

プ。 

③ 崩土の直撃タイプ 

深層崩壊で生じた崩壊土砂が流下し，崩壊土砂により直接的な被害が生じるタイプ。 

 

また，天然ダムタイプは，天然ダム形成から決壊までの時間により，大きく 2 つにわ

けることが可能である。1 つは，天然ダムを引き起こした降雨期間中またはその直後に決

壊するタイプであり，もう一方は，天然ダムを引き起こした降雨後，しばらく越流まで

に時間を要するなど，河道閉塞状態が長期間継続するタイプである。ここでは，前者を

「短時間決壊型の天然ダム」，後者を「長期間継続型の天然ダム」と呼ぶ。また，地震に

よって生じる天然ダムの多くも「長期間継続型の天然ダム」に分類できる。 

また，川沿いで発生した深層崩壊による土砂は，場合によっては対岸にまで達するお

それがある。さらに，増水した河川等に崩壊土砂が流入した場合は，川の流れを阻害す

ることや，段波が上流側に伝搬することが起こるなど，対岸や上下流等においても被害

が生じる場合がある。 

 

1.2.2深層崩壊の発生要因による分類 
深層崩壊に起因する土砂災害は，「深層崩壊対策技術に関する基本的事項」に従い，深

層崩壊の発生要因の観点から，以下の通りに分類できる。 

① 急激な地下水位上昇による深層崩壊 

② 地盤の揺れによる深層崩壊 

③ 重力性の変形の進行による深層崩壊 

なお，1つの深層崩壊が複数の要因の影響を受けている場合も考えられる。 
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1.3手法の概要 

ここでは，図―1.1 のフローに従い検討する。 

【2章】深層崩壊発生条件が等質と見なせる領域への分割
・条件を踏まえて深層崩壊発生条件が等質とみなせる領域に分割

【3章】蓋然性の高い深層崩壊現象の検討
・規模や頻度等を分析して各々の分割領域における

蓋然性の高い深層崩壊現象を把握

（変更の必要あり）

必要に応じて統合、分割

【4章】大規模土砂災害被害想定実施箇所の絞り込み
・被害想定を実施する範囲・現象を絞り込む

【5章】深層崩壊に起因する大規模土砂災害被害想定
・主に数値計算を用いて被害想定を実施

①深層崩壊の規模・形状の調査

②土石等の流下形態の調査

③地形・地質的特徴の調査

④発生頻度の調査

⑤既往災害実績の調査

＜Check＞
①～⑤の調査結果を

踏まえ、2章で設定し

た分割領域界を変更

する必要はないか？

当該分割領域で発生する蓋然性の高い

深層崩壊現象（規模・場所・形態など）の

把握

①蓋然性の観点からの絞り込み

②被害発生の可能性の観点からの絞り込み

③地形条件の観点からの絞り込み

《
天
然
ダ
ム
タ
イ
プ
》

・地盤条件（地形・地質）

・気象条件（降雨量・気温・標高）

・過去の深層崩壊発生条件

（深層崩壊跡地の密度）

深層崩壊検討分割領域図

被害想定をおこなう必要のある蓋然性の

高い深層崩壊現象（規模・場所・形態など）

の絞り込み

①
天
然
ダ
�
形
状
の
設
定

②
湛
水
規
模
の
設
定

③
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
の
検

討 ④
下
流
河
道
の

洪
水
追
跡
検
討

⑤
氾
濫
範
囲
の
検
討

調査範囲の設定

＜与条件＞

当該分割領域で発生する蓋然性の高い深

層崩壊現象により生じる被害の推定

《
土
石
流
タ
イ
プ
》

①
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
の
検

討 ②
氾
濫
範
囲
の
検
討

《
崩
土
の
直
撃
タ
イ
プ
》

①
被
害
範
囲
の
検
討

 
図－1.1 検討フロー 
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1.4収集すべき資料 

深層崩壊に起因する大規模土砂災害被害想定にあたっては，以下の資料を収集するこ

とを標準とする。 
  ・地形図 
  ・レーザープロファイラ地形図 
  ・深層崩壊推定頻度マップ 
  ・深層崩壊跡地密度マップ 
  ・深層崩壊渓流（小流域）レベル評価マップ 
  ・過去の深層崩壊に関する文献 
  ・深層崩壊跡地等の空中写真判読結果 
  ・深層崩壊発生状況の整理結果 
  ・深層崩壊の発生する降雨特性等の評価結果 
  ・降雨観測資料 
  ・土砂災害警戒情報の発表状況 
  ・地震の記録 
  ・災害の記録 
  ・保全対象位置図 
  ・地質図 
  ・深層崩壊地の土砂の粒度分布 
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